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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日12：00から見学者あり。

馬淵　一幸様～一戸病院通院中の方。グループホーム入所予定との事。

・五日市　規様～午後から見学予定。

・本日、月報作成すること。
＜利用者様情報＞

・高田　マキ　様～青陽館内を素足でサンダルを履いて過ごしたいと訴えている。青陽館での内履きについて説明を行い、本人のサンダルが適しているのか確認するためにサンダルを持参するよう促している。

　　　　　　　　　また、特定利用者に対し「あんた何歳？」「私はヘラヘラ笑っているけど、怒ると怖いのよ」と威嚇するような発言されている。トラブルとならないように日中の様子を観察していく。

・古館　ヨリ　様～本日も整形外科受診の為欠席されている。本人へ受診の際に、治療の目処や通院の頻度を確認するよう促していたが、確認することはなく3～4回通院してみると話されている。後日確認する予定との事。治療内容は、電気治療と静脈注射を行っているとの事。

・川村　　享　様～現在は、週1度銭湯で入浴されているが、気温が高くなってきた事や帯状疱疹に罹患した際に身体を清潔にするように言われた事を伝えると、明日（6/1）青陽館で入浴利用するとの事。今まで担当スタッフからの再三の促しを拒否されていた為、入浴した際は評価していく。

・赤石　陽介　様～胆石の手術の為6/3に八戸赤十字病院入院予定となっていたが、病院の都合により来週以降に延期になったと報告されている。

本人は今後の活動場所について、関係機関でケア会議を行いたいと話されている。関係機関へ情報提供を行っている。

本日は頭痛の為早めに帰りたいと訴えている。八戸赤十字病院での処方薬は眠けが強いと話されている。

・板橋　利美　様～以前は火・木曜日に入浴されていたが、嫌な思いをした為金曜日に入浴予定と話されている。

・奥山　以依子様～昨日17:50大きな物音と共に食堂にてうつ伏せに転倒している。「コップを片付けようと思って立ったら、靴紐を踏んだ」と話されており、転倒時には左肩・左胸・両膝をぶつけたと報告されている。両膝には直径1ｃｍ程の発赤が見られているが、他は外傷見られず、圧痛の訴えも聞かれない。その後体を動かした際にも特に訴えが聞かれることなく帰宅している。本人の状態については関係機関へ情報提供し、本人へは外来受診時に担当医へもぶつけた場所を確認してもらうよう説明し、靴紐の結び方の工夫を一緒に行う事を伝えている。本日も痛みの訴えなく、担当医へ報告したと話されている。

・下町　サン子様～本日も腰痛の為欠席されている。青風荘より以前より歩けるようになり、歩行訓練を行っていると申し送りあり。時折、夜間に発熱する事があるとの事。

＜デイケア事例検討＞

浅坂　政美様（57）男性　昭和　30　年　11　月　4　日生　

担当医：田名部　　担当スタッフ：木村

主病名：アルコール依存症（F10）　合併症：糖尿病・脳性麻痺
【入院歴】　①H6.11.21～H7.2.20　　青南病院 入院 （任意入院 ）

　　  　　　②H7.9.2～H8.6.23　　　青南病院　入院（　 〃　  ）　

　　  　  　③H9.7.29～H10.4.20　　青南病院　入院（　 〃    ）
④H19.1.24～H19.4.27　 青南病院　入院（　 〃    ）
⑤H22.9.29～H22.11.6　 青南病院　入院（医療保護入院）
⑥H23.3.16～H23.4　　　市民病院　入院（右大腿骨転子骨折）

【治療歴】　H16.2.2～　　訪問看護

　　　　　　H19.4.27～　　訪問看護（1回/2週）うみねこ幸房・南部社協ヘルパーの家事援助利用

　　　　　　H22.11.6～　　精神科デイケア・訪問看護（1回/週）

　　　　　　H23.4～　　　　訪問看護（1回/週）

　　　　　　H23.6.20～　　精神科デイケア

【現在の状況】

· 抗酒剤は忘れず服用されている。

· 再飲酒に対し「飲むと終わりだ」と危機意識は高い。

· ノンアルコール飲料に興味を持っているが、再飲酒リスクを高める事は理解し、手を出さない。

· 糖尿病は悪化傾向にあり、内服実施、栄養指導を行っている。

· 間食多く、自制困難。主食量も1日3合と多い。

· 骨折部の痛みはないが、床に座った後の立ち上がりに痛みがあるとの事。

· 右足の動かしづらさは軽減していると話される。

· 些細な事を気にして引きずる（大分前にロッカーを間違った事等）。

· 口調の悪さと引き際の悪さがある。

· 休日に散歩30分行っている。

· 自宅にいると暇で、間食や飲食に繋がる。

【現在の目標・治療計画】

長期目標　地域生活の継続

中期目標　足の痛みをコントロールしながら、日中の活動場所の確保

再飲酒を行う事の無い生活　　

短期目標　・足の痛みを感じる運動やペースの把握

・体重のコントロール

・抗酒剤の継続した服用と飲酒欲求のきっかけを知る

治療計画　①痛みを感じる場合には本人から具体的に、姿勢や運動内容、痛みの場所を伝える

②週1度の体重測定の実施により、体重の変動と傾向を知る

③食事内容と間食有無の確認を行い、食事内容に偏りがある際にはアドバイスを行う

④抗酒剤をスタッフ確認のもと服用。飲酒のきっかけとなることについて振り返りを行う

【検討結果】

・相手の性格を見て口調を変えているが、口調の悪さが見られる為、トラブルとならないよう目標には挙げないが口調について指摘していく。

川口　尚良様（47）男性　昭和　40　年　1　月　1　日生　

担当医：川端　　担当スタッフ：小島

主病名：アルコール依存症（F10）　

合併症：ネフローゼ症候群・ヘモクロマトーシス（疑）・吃音
【入院歴】　長谷川内科へ3度の入院歴あり（詳細は不明）

①H17.8.23～H17.12.1　　青南病院 入院（任意入院）

【治療歴】　H19.8.30～　　精神科デイケア（4年9ヶ月）

【現在の状況】

· 身体のしびれ改善のために、自立訓練法実施中。

· 家事全般はお母様に依存している。

· 利用開始時より熟眠感のなさ（憂鬱感）がある。

· AAへの参加は2ヶ月に1回としているが、1年半に1回参加されている。

· 運動プログラムへは参加するが、熱心ではない。手を抜いている。身体の不調を口実に休みがち。

· 就労について　①今は考えていない。

　　　　　　　　　②飲み会の席に対応出来るか不安がある。

　　　　　　　　　③年齢を気にしている。

　　　　　　　　　④介護職については訴えてくる。

　　　　　　　　　⑤行動しない裏に劣等感あり。

　　　　　　　　　⑥出来ない自分を見せたくない。

　　　　　　　　　⑦自分の意見を表出しない。

【現在の目標・治療計画】

長期目標　①再飲酒せず現在の生活を維持する。

②就労

③体調管理

中期目標　①自助グループに通い、再飲酒を防ぐ。

②デイケアに通い、体力をつけるために運動への参加を継続する。

③不調の訴えを傾聴し、症状にあわせて自律訓練法を実施していく。

短期目標　①2ヶ月に1回は、AAに行く。

②ハローワークに行き、求人など情報収集をする。

③毎日自律訓練法を3回行い、記録する。

治療計画　①自助グループへの参加を把握し、1ヶ月に1回は参加するように声をかけていく。

②就労するために、ハローワークに出向くなど行動に移せるよう継続して勧めていく。

③週1回自律訓練法の練習を行い、毎日の実施状況を記録を通して確認していく。

④自宅での過ごし方を確認し、家での役割を持てるよう関わる。

また、身だしなみの観察し、乱れが見られる際は指摘し改善できるようにする。

【検討結果】

· 本人にとってお母様との生活が「現在の生活を維持」のため、今後の単身生活を考慮し、本人と話し合い家事についての目標を組込んでいく。

· 就労についてどうしたいのか、掘り下げて確認していく必要がある。

· AAへの参加は1年半に1度しか参加出来ていないが再飲酒に繋がらない為、参加頻度を本人と話し合い検討していく。

· 毎日行う自律訓練法の回数を3回から2回へ減らす。

＜外来情報＞

・鈴木　恵美子様～7月採血実施予定。

・新堂　寿子　様～体重が3kg減少したとの事。

・奥山　以依子様～昨日の転倒について報告されている。担当医から、靴紐がないズックの方が

好ましいと話されているが、本人は「紐は結べるが、力がなくて強く結べない」と話されている。

